
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 253,085 246,440 245,440 259,160

事業費

の内訳

令和3年度決算

・都心及び主要幹線における高所作業車による剪定　８０，４６５千円
・街路樹診断及び危険木伐採　５３，１６４千円
・街路樹種及び配置の改善　７８，４７５千円
・街路樹の補植ほか　５，０００千円
・その他の費用　８，８９６千円

令和4年度予算

・都心及び主要幹線における高所作業車による剪定　８１，９５３千円
・街路樹診断及び危険木伐採　９６，５２３千円
・街路樹種及び配置の改善　５２，３７４千円
・街路樹の補植ほか　５，１００千円
・その他の費用　３，０５０千円

人工 2.8 2.7 2.7 2.8

人件費 20,160 19,440 19,440 20,160

事業費 232,925 227,000 226,000 239,000

うち特定財源 0 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

道路法、道路構造令

他都市の状況

東京都、横浜市、名古屋市など政令市において、同様の取組みを実施している。

実施結果

都心部や主要幹線における高所作業車による街路樹剪定　５５路線
街路樹診断　３，３９９本
街路樹の樹種及び配置の改善　３３路線

事業実施における
工夫点

街路樹の維持管理と一体となって事業を進めることで、作業の効率を上げるとともに、経費の削減に努めている。

対象者 市民 開始 平成27 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

街路樹の植替えを進め、安全な道路空間を創出する。

長期

街路樹を良好に管理することにより、健全で美しい道路空間を形成する。

取組内容

札幌市街路樹基本方針に基づき、都心部や主要幹線道路において、高所作業車を用いたきめ細やかな剪定を実
施し、街路樹をみどり豊かな姿に育て、美しい道路景観づくりを進める。
樹木医による街路樹診断など実施し、危険木の発見して街路樹の更新作業を進める。
また毎年剪定が必要な早生樹種や課題のある樹種から生長が緩やかな郷土種などに樹種更新を図り、また幅の
狭い歩道の街路樹について撤去をすすめて街路樹配置の改善を行い、健全で美しく札幌らしい道路空間を形成す
る。
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◎検証（振り返り）

□ 企画 ■ 実施 □ 評価 □ 対象外 □ 回答 ■ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
美化、健全化に取り組んだ街路樹路線数を目標通り実施することができた。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

引き続き、安全かつ良好な道路空間づくりを行う。

予算
本事業を進めていくため、必要な予算の確保を行う。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

バリアフリーや拡幅など道路整備の際に、街路樹が支障となる場合
や樹種の変更が必要な場合については道路工事部門と協力して実
施する。

見直し効果額
（前年度）

0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

診断路線の選定方法として、防災の観点から優先順位をつけて緊急輸送道路にある街路樹の診断をすすめ
ていくことを検討していきたい。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

街路樹の剪定は（一社）日本造園建設協協会認定の街路樹剪定士の指導のもと行っている。街
路樹診断は（一財）日本緑化センター認定の樹木医に委託して実施している。それぞれ専門性の
高い事業であることから、実施手法は適切である。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

美しい道路景観や安全な道路空間の確保をすすめることで、市民のニーズに応えている。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

街路樹を良好に管理することで、安全で美しい道路空間を創出することができた。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

日常の巡視において必要性の高い路線、箇所を選定して実施しており、事業規模は適切である。

項目 判定 理由

95％（R4） 69.00% 95％（R4）

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

33路線 30路線

成果指標１

指標名 住んでいる地域の住環境に満足している人の割合

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

75.20%

212,990本

活動指標２

指標名 狭小路線等において樹種更新及び撤去により適正化した路線数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

37路線 30路線

活動指標１

指標名 街路樹の管理本数（高木）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

215,491本 214,691本 213,390本


